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第
七
章

趣
味
・
娯
楽

余
暇
時
間
の
増
大
や
、
老
人
の
生
き
が
い
な
ど
が
い
わ
れ
る
と
き
、
必
ず
趣
味
の
問

題が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
趣
味
の

意
味
を
『
広
辞
苑
』
で
ひ
い
て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
感
興
を
さ
そ
う
状
態
。
お
も
む
き
。
あ
じ
わ
い
。

2
も
の
ご
と
の
あ
じ
わ
い
を
感
じ
と
る
力
。
美
的
感
覚
の
も
ち
方
。
こ
の
み
。

3
専
門
家
と
し
て
で
な
く
、
楽
し
み
と
し
て
す
る
事
柄
。

一
方
、
娯
楽
は
と
い
う
と
、
人
間
の
心
を
た
の
し
ま
せ
、
な
ぐ
さ
め
る
も
の
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
人
び
と
が
生
活

を
楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
助
長
す
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
趣
味
も
娯
楽
も
そ
の
言
葉
の
意
味
か
ら
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
単
純
に
区
分
で
き
な
い
面
を
持
っ
て
い
る

。

と
こ
ろ
で
一
口
に
趣
味
あ
る
い
は
娯
楽
と
い
っ
て
も
、
千
差
万
別
で
あ
り
、
す
べ
て
を
こ
ま
か
く
網
羅
す
る
こ
と
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
村
誌
編
さ
ん
に
当
た
っ
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

第
一
節

趣
味
・
娯
楽
の
態

様

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
家
族
の
中
で
下
の
趣
味
・
娯
楽
を
持
っ
て
い
る
者
が
あ
っ
た
な
ら
、
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
へ
〇
印
を
つ
け
て
く



だ
さ
い
。
」と

い
う
設
問
で
、
囲
碁
・
将
棋
・
狩
猟
・
釣
り
・
盆
栽
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
書
道
・
絵
画
・
詩
吟
・
民
謡
、
そ
の
他
、
の

十
三

項
目
を
列
挙
し
た
。
そ
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
〇
印
の
総
数
五
百
四
十
八
人
と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
世
帯
総
数

四
百
九
十
四
と
比
較
し
て
、
一
世
帯
に
一
人
以
上
は
な
ん
ら
か
の
趣
味
を
持
ち
、
娯
楽
の
手
段
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実

態
は
数
項
目
を
あ
げ
て
い
る
世
帯
も
あ
り
、
ま
っ
た
く
あ
げ
な
い
世
帯
も
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
項
目
が
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に

も
っ
て
い
る
趣
味
娯
楽
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
な
か
っ
た
理
由
で
回
答
を
保
留
し
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
が
盆
栽
で
二
〇
・
六
%
、
つ
い
で
釣
り
の
一
四
・
四
%
、
将
棋
の
一
三
・
九
%
と
な
り
、
そ
の
他
の
一

五
・
三
%
を
除
け
ば
他
は
い
ず
れ
も
一
〇
%
を
割
っ
て
い
る

。

自
然
を
身
近
か
に
お
い
て
鑑
賞
す
る
盆
栽
は
、
そ
の
階
層
を
ひ
ろ
げ
、
根
強
い
フ
ァ
ン
を
も
っ
て
い
る
が
、
本
村
で
盆
栽
愛
好
者
が
だ

ん
ぜ
ん
多
い
の
は
、
山
林
原
野
の
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
に
あ
ろ
う
。
盆
栽
創
造
の
素
材
が
豊
富
に
あ
る
に
ち
が
い
な

い。
釣
り
が
多
い
の
は
、
河
口
湖
・
西
湖
に
近
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
近
で
は
一
般
に
海
釣
り
の
愛
好
者
も
増
え
て
い
る
。
囲
碁

・
将
棋
で
は
両
方
に
か
な
り
の

開
き
が
あ
る
。

最
近
、
短
文
芸
を
趣
味
と
す
る
人
口
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
と
に
俳
句
な
ど
は
、
ブ
ー
ム
と
ま
で
い
わ
れ
、

女
性
の
作
者
が

急
増
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
村
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
み
る
か
ぎ
り
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
を
趣
味
と
す
る
人
は

少
な
い
。
こ
れ
ら
の
芸
術
の
分
野
で
は
、
書
道
を
趣
味
と
す
る
人
が
も
っ
と
も
多
い
。
民
謡
も
人
気
の
あ
る
趣
味
・
娯
楽
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

選
択
項
目
数
に
か
ぎ
り
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
他
に
〇
印
を
付
し
た
も
の
が
、
八
十
四
件
一
五
・
三
%
と
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
味
を
順
不
同
で
あ
げ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(

)
内
の
数
字
は
、
そ
れ
を
趣
味
娯
楽
と
し
て
あ
げ
た
世
帯
数
で

あ
る
。
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家族の趣味娯楽の状況

大区 分 鳴沢区太田和 計 %
8 31 5.7
23 76 13.9

狩 38 43 7.8

59 20 79 14.4

盆 40 113 20.6

短 8 30 11 2.0
.......

俳 句 10 1.8
JII 柳 0.4

.......

道 27 36 6.6

絵 12 2.2
吟 12 2.2

民 謡 23 16 39 7.1

その 他 59 25 84 15.3

計 380 168 548 100

調査表総数 343 151 494

-785‒‒
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ピ
ア
ノ
(
二
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読
書
(
二
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大
正
琴

(
三
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踊

5
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り
(
三
)、

尺
八
、
民
芸
(
二
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華
道
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茶

道
、
手

2
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芸
、
彫
刻
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藤
作
り
、
ざ
る
作
り
、
園
芸
、
郷
土

8
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2
4
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9
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2
史
、
ス
ポ
ー
ツ
(
七
)、

カ
ラ
オ
ケ
(
七
)
な
ど
、

-

八
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ス
キ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゴ

0
0

8
6

0
8

0
0

3
2

5
7

2

ル
フ
な
ど
が
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
日
本

碁
棋

猟
り
栽

歌
句
柳

道
画
一
吟

$
古
来
の
伝
統
的
に
根
強
い
趣
味
に
加
え
て
、

新
し

1
1
1
1

い
趣
味
娯
楽
が
う
ま
れ
、

多
様
化
し
て
い
る

が
、

区
囲

釣
盆

短
川

書
絵

一 詩
民

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を
強
め
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
に
、
最
近
社 は
会
教
育
の
一
環
と
し
て
の
文
化
協
会
の
活
動
が
さ
か
ん
と
な
っ
て
お
り
、

余
暇
の
活

用、
あ
る
い

は
生
甲
斐
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
趣
味
娯
楽
、

自
分
を
表
現
し
、
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
趣
味
娯
楽
の
分
野
で
の
活
動
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
く
こ
と

が
考
え
ら

れ
る
。

第
二
節

狩
猟
・
刀
剣

狩
猟
は
免
許
な
く
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟

二
関
ス
ル
法
律
」
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
四
条

狩
猟
免
許
ハ
甲
乙
丙
ノ
三
種
ト
シ
狩
猟
免
状
ヨ
交
付
ス

②
甲
種
狩
猟
免
状
ハ
銃
器
ノ
使
用
以
外
ノ
方
法
ヲ
以
テ
狩
猟
ラ
為
ス
者
ニ
、
乙

種
狩
猟
免
状
ハ
銃
器
(
空
気
銃
ヲ
除
ク
)
ヲ
使
用
シ
テ
狩
猟
ヲ
為
ス



狩猟免許者数
甲種狩猟|乙 狩猟「丙 猟」年 度 免許者数 免許

種
者数
|
免許
種
者
狩
效
|
._.

計

95 11,028 517 11,640
97 10,595 476 11,168
122 9,932 436 10,490
129 9,452 443 10,024
122 8,576 371 9,069|

-786-

者
二
、
丙
種
狩
猟
免
状
ハ
空
気
銃
ヲ
使
用
シ
テ
狩
猟
ヲ
為
ス
者
ニ
之
ヲ
交
付
ス

こ
こ
で
い
う
甲
種
と
は
網
や
わ
な
、
乙
種
は
ラ
イ
フ
ル
銃
や
散
弾
銃
、
丙
種
は
空
気
銃
や
ガ
ス
銃
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
狩
猟
を
行
う
も

の
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

本
村
で
狩
猟
を
趣
味
と
す
る
人
は
、
前
節
の
表
の
と
お
り
、

四
十
三
世
帯
あ
る
。
お
よ
そ
一
一
・
五
世
帯
に
一
人
の
割
合
で
狩
猟
を
行

う
人
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
山
梨
県
統
計
年
鑑
に
よ
れ
ば
、

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
同
五
十
八
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
お
け
る
県
内
の
狩

猟
免
許
者
の
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
、
年
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
。
鳥
獣
保
護
の
徹
底
や
禁
猟
区
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
銃
砲
等
所
持
規

制
の
強
化
等
が
あ
い
ま
っ
て
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
一
方
新
し
い
レ
ジ
ャ
ー
の
出
現
も
狩
猟
者
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
十
八
年
度
で
県
下
で
は
、
甲
乙
丙
各
種
の
免
許
を
合
わ
せ
て
も
、
二
十
六
世
帯
に
一
人
の
割

合
で
免
許
を

所
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
村
の
狩
猟
人
口
は
県
平
均
の
二
倍
を
上
回
る
こ
と
に
な

る
。

4

山
林
原
野
の
多
い
地
域
の
特
色
か
ら
、
本
村
で
は
む
か
し
か
ら
狩
猟
を
行
う
も
の
が
多
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
今
で
こ
そ
狩
猟
は
レ
ジ
ャ
ー
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
む
か
し
は
、
こ
れ
を
職
業
と
す
る
者

が
多
か
っ
た
の
で
あ
る

。

8

現
在
の
制
度
で
は
、

狩
猟
を
行
う
者
は
、

「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟

二
関
ス
ル
法

律
」

(
大
正
七
年
四
月
四
日

21
法
律
第
三
二
号
)
お
よ
び
「
山
梨
県
鳥
獣
保
護
及
狩
猟

二
関
ス
ル
法
律
施
行
細
則
」
(
昭
和
五
十
四
年
七
月
二

十
三
日
山
梨
県
規
則
第
三
三
号
)
の
規
定
に
よ
っ
て
免
許
を
申
請
し
、
そ
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

5
5
7

8
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
取
締
法
」
(
昭
和
三
十
三
年
三
月
十
日
法
律
第
六
号
)

5
5
5 6
5

に
よ
っ
て
、
銃
砲
等
の
所
持
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
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の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
も
規
制
は
あ
っ
た
。
明
治
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、

狩
猟
免
許
下
付
願
、

銃
砲
発
見
届
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。

狩
猟
免
許
材 状

御
下
付
願

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
大
字
鳴
沢
第
百
六
拾
三
番
戸
平
民

戸
主

渡
辺
光
正
長
男

平
民
農

渡
辺

高
吉

当
十
月

拾
七
年

一
乙

種
職
猟
免
状

一
和
銃
玉
目
弐
目
弐
分

一
規
制
第
三
拾
条
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
ナ
シ

右
私
儀
職
猟
致
度
候
間
免
状
御
下
付
被
成
下
度
此
奉
願
候
也

明
治
二
十
六
年
十
月
廿
五
日

右
渡

辺
高

吉
田

印
形
無
之
二
付
戸
主
渡
辺
光
正
代
印

山
梨

県
知
事

田
沼

健
殿

証
明
書

南
都
留
郡
鳴
沢
村
大
字
鳴
沢
第
百
六
拾
三

番
戸
渡
辺
光
正
長
男

渡
辺

高
吉

当
十
月

拾
七
年

右
之
者
今
般
乙
種
職
猟
免
状
御
下
付
願
致
度
旨
ヲ
以
テ
証
明
願
出
二
付
取
調
候
処
狩
猟
規
則
第
八
条
各
項
ニ
触
レ
ザ
ル
コ
ト
及
本
人
ノ
住
所
族
籍
職

業
氏
名
年
令
等
相
違
無
之
事
ヲ
証
明
ス

明
治
式
十
六
年
十
月
廿
五
日
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林
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南
都
留
郡
鳴
沢
村
長

渡
辺

正
平

証
明
書
御
下
付
願

南
都
留
郡
鳴
沢
村
大
字
鳴
沢
第
八
拾
弐
番
戸
平
民
農

小
林

玲
作

当
十
月
三
十
三
年
八
ヶ
月

右
八
自
分
儀
今
般
別
紙
之
通
職
猟
免
許
状
出
願
致
度
候
一
付
狩
猟
規
則
及
全
施
行
細
則
ニ
触
レ
サ
ル
旨
御
証
明
御
下
付
相
成
度
此
段
奉
願
候
也

明
治
二
十
六
年
十
月
廿
八
日

右
小

林
玲

作
息

鳴
沢
村
長

渡
辺

正
平

殿

こ
の
よ
う
に
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
本
人
が
県
知
事
あ
て
に
交
付
願
いが

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
村
長
あ
て
に
身
分
お
よ
び
規
制

へ
の
抵
触
の
有
無
等
に
つ
い
て
の
証
明
願
い
が
出
さ
れ
、

村
長
の
証
明
を
添
え
て
県
へ
下
付
願
い
が
進
達
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
い
く
つ
か
村
役
場
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
職
業
と
し
て
狩
猟
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、

趣
味
娯
楽

と
し
て
触
れ
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
な
じ
ま
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

銃
砲
刀
剣
を
発
見
し
た
場
合
、
こ
れ
を
届
出
て
登
録
し
、
所
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

明
治
時
代
の
発
見
届

の
記

録
が

あ
る
。

銃
砲
発
見
届

南
都
留
郡
鳴
沢
村
大
字
鳴
沢
第
百
六
拾
三
番
戸
平
民

渡
辺

光
正

一
和
銃
玉
目
式
匁�
弐式
分

右
ハ
祖
先
伝
来
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
曽
テ
銃
砲
御
検
査
ノ
際
心
当
り
処

ニ
相
尋
ネ
候
得
共
更
ニ
不
見
当
其
侭
二
打
過
キ
今
般
私
所
有
之
板
蔵
中
ナ
ル
据
付
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八 貳 貳 四 貳 四 四
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉

警 警

第 号

渡 渡 小 渡 渡
林 林 邊 邊邊

常 光

吾

辺

光

‒‒789-

穀
箱
下
ヨ
リ
前
記
ノ
物
品
発
見
仕
候
間
御
検
査
被
成
下
度
此
段
願
上
候
也

右
渡

辺
光

正 H
印

明
治
式
十
六
年
十
月
廿
五
日

吉
田
警
察
署

御
中

こ
の
文
書
か
ら
み
る
と
、
銃
砲
の
所
持
状
況
の
い
っ
せ
い
検
査
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
頃
ど
れ
く
ら
い
鉄
砲
の
所
持
者

が
い
た
か
、
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八
)
に
村
か
ら
警
察
署
へ
報
告
し
た
文
書
が
あ
る
。
次
に
そ
の
一
覧
表
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

西
洋
銃
種
類

号
郡
村

番
身
分

職
業

姓
名

年
月

日
誕

生

ピ
ス
ト
ー
ル
銃
三
番
形

第
南
都
留
郡
鳴
沢
村
拾
九
番
戸
平
民
農

渡
邉

敬
知

文
政

十
丁
亥
年

二
月
廿
一
日
生

ピ
ス
ト
ー
ル
銃
三
番
形

同
郡
同
村
八
拾
七
番
戸
平
民

農
渡
邉

庄
三
郎

天
保

四
癸
巳
年

一
月
廿
七
日
生

和
銃

貳
文
目

玉
同
郡
同
村
百
廿
番
戸
平
民
農

源
三郎

文
政

二
己
卯
年

二
月

十
日
生

和
銃
貳
文
目
五
分
玉

同
郡
同
村
五
拾
壱
番
戸
平
民
農

小
嘉
永

二
己
酉
年

一
月

七
日
生

和
銃
貳
文
目

四
分
玉

同
郡
同
村
四
番
戸
平
民
農

小
光

重
安

政
五
戊
午
年

一
月

一
日
生

和
銃
貳
文
目
四
分
玉

同
郡
同
村
四
十
貳
番
戸
平
民
農

邉
常

清
天
保
十
二
辛
丑
年
十
二
月
廿
九
日
生

和
銃
貳
文
目

貳
分
玉

同
郡
同
村
七
拾
番
戸
平
民
農

渡
邉

新
七

安
政

六
己
未
年

七
月
十
五
日
生

和
銃
貳
文
目

四
分
玉

同
郡
同
村
七
拾
四
番
戸
平
民
農

渡
邉

平
重
郎

嘉
永
五
壬
子
年

三
月

五
日
生

和
銃
三
文
目
貳
分

玉
同
郡
同
村
八
拾
四
番
戸
平
民
農

渡
邉

興
吉

安
政

二
乙
卯
年

三
月

六
日
生

和
銃
貳
文
目
貳
分

玉
同
郡
同
村
八
拾
七
番
戸
平
民
農

渡
邉

庄
三
郎

天
保

四
癸
巳
年

一
月
廿
七
日
生

和
銃
壱
文
目
八
分
玉

同
郡
同
村
百
廿
八
番
戸
平
民
農

佐
藤
直
右
エ
門

弘
化

四
丁
未
年

三
月

四
日
生

和
銃
貳
文
目
四
分
玉

同
郡
同
村
百
廿
七
番
戸
平
民
農

渡
邉
平
右
エ
門

天
保
十
三
壬
寅
年

十
月

十
日
生

和
銃
貳
文
目
三

分
玉

同
郡
同
村
百
番
戸
平
民
農

三 1
1
1

浦
清
右
エ
門

安
政

元
甲
寅
年

三
月
廿
三
日
生

和
銃
四

文
目

玉
同
郡
同
村
拾
九
番
戸
平
民
農

渡
邉

親
孝

嘉
永

四
辛
亥
年

八
月

十
日
生

和
銃
貳
文
目
貳
分
玉

同
郡
同
村
向同

同
人

同



四 五 四

分 分

小 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 渡 三 渡
同

邊邉邊 邉邊 邉 邉 邉 邉 邉 邉 邉 邉 浦 浦 邉

梅 源 音 駒 右 綱 勝 作 義 義 豊 満 旨 治
人

茂松 號 門 義 蔵 平 勝 口 正

同

-790-

和
銃
貳
文
目

四
分

玉
同
郡
同
村
貳
拾
壱
番
戸
平
民
農

渡
邉

治
作

弘
化

三
丙
午
年

五
月

八
日
生

1
和
銃
貳
文
目
八
分
玉

同
郡
同
村
三
拾
五
番
戸
平
民
農

1 1
浦

旨
口

天
保
十
三
壬
寅
年

五
月
廿
五
日
生

和
銃
貳
文

目
三

分
玉

同
郡
同
村
三
拾
七
番
戸
平
民
農

三
浦

満
嘉
永
五
壬
子
年
十
一
月
廿
五
日
生

和
銃
貳
文
目
弐
分
玉

同
郡
同
村
百
四
拾
三
番
戸
平
民
農

渡
邊

豊
茂

天
保

四
癸
巳
年

十
月
十
二
日
生

和
銃
貳
文
目
三

分
玉

同
郡
同
村
百
三

拾
三

番
戸
平
民
農

渡
邉

義
口

天
保
十
四
癸
卯

年
八
月
十
五
日
生

和
銃
貳
文
目
四

分
玉

同
郡
同
村
同

同
人

和
銃
貳
文
目
四

分
玉

同
郡
同
村
百
六
十
番
戸
平
民
農

渡
邉

義
勝

嘉
永

元
戊
申
年

二
月
十
五
日
生

和
銃
貳
文

目
四

分
玉

同
郡
同
村
百
四
拾
五
番
戸
平
民
農

渡
邊

作
平

天
保

六
乙
未
年
十
二
月
廿
五
日
生

和
銃
貳
文
目

五
分

玉
1

同
郡
同
村
百
五
拾
三
番
戸
平
民
農

渡
邉

勝
蔵

文
久

三
癸
亥
年

七
月
十
九
日
生

和
銃
貳
文
目
四
分
玉

同
郡
同
村
百
六
拾
壱
番
戸
平
民
農

渡
邊

綱
義

嘉
永
二
己
酉
年

一
月

八
日
生

和
銃

貳
文

目
玉

同
郡
同
村
百
五
拾
五
番
戸
平
民
農

渡
邊
角
右
エ
門

嘉
永

四
辛
亥
年

三
月

四
日
生

和
銃
貳
文
目
四
分
玉

同
郡
同
村
百
六
拾
五
番
戸
平
民
農

渡
駒

藏
慶
応

三
丁
卯
年

四
月
廿
六
日
生

和
銃
貳
文
目

五
分
玉

同
郡
同
村
百
六
拾
七
番
戸
平
民
農

渡
音

慶
応

元
乙
丑
年
十
一
月
廿
七
日
生

和
銃

貳
文

目
玉

同
郡
同
村
百
七
拾
壱
番
戸
平
民
農

渡
邉

源
蔵

天
保
十
一
庚
子
年

一
月

一
日
生

和
銃
貳
文
目
四

分
玉

同
郡
同
村
百
七
拾
九
番
戸
平
民
農

渡
邉
梅
吉

萬
延

元
庚
申
年
十
一
月
十
九
日
生

和
銃
貳
文
目
三

分
玉

同
郡
同
村
百
八
十
四
番
戸
平
民
農

渡
邉

長
右
エ
門

嘉
永

五
壬
子
年

十
月

五
日
生

和
銃
貳
文
目
貳

分
玉

同
郡
同
村
百
九
拾
三
番
戸
平
民
農

渡
邉
徳
治
工
門

明
治
十
一
戌
寅
年

一
月
廿
二
日
生

和
銃
貳
文
目
貳
分
五
厘
玉

同
郡
同
村
百
九
拾
四
番
戸
平
民
農

小
林

萬
五
郎

文
久
三
癸
亥
年

一
月
廿
四
日
生

和
銃
貳
文
目
壱
分

玉
同
郡
同
村
百
九
拾
五
番
戸
平
民
農

小
林

清
常

嘉
永

六
癸
丑
年

六
月
十
五
日
生

和
銃
貳
文
目
五
分
玉

同
郡
同
村
百
八
拾
八
番
戸
平
民
農

渡
邉
與
五
右
エ
門

天
保
十
三
壬
寅
年

四
月

十
日
生

和
銃
貳
文
目

五
分

玉
同
郡
同
村
七
拾
壱
番
戸
平
民
農

渡
邊
與

左
工

門
安
政

五
戌
午
年

六
月

八
日
生

和
銃
貳
文
目
三

分
玉

同
郡
同
村
同

人
同

l a

和
銃
貳
文
目

四
分

玉
同
郡
同
村
四
十
三
番
戸
平
民
農

小
林

徳
太
郎

安
政

二
乙
卯
年

一
月
十
八
日
生
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佐
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和
銃
貳
文
目

四
分
玉

同
郡
同
村
六
十
四
番
戸
平
民
農

小
林

佐
吉

文
久

三
癸
亥
年

九
月
十
二
日
生

禾 和
銃鈦

貳員
文

目
貳
分
玉

同
郡
同
村
百
四
番
戸
平
民

農
三

浦
其

平
安
政

四
辛
巳
年

三
月

八
日
生

も
ん
め

こ
の
時
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
三
十
七
人
、
ピ
ス
ト
ル
二
丁
、
和
製
銃
三
十
八
丁
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
規
格
も
一
匁
八
分
玉
か
ら
四

匁
玉
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
二
匁
三
分
玉
前
後
の
も
の
が
多
い
。
狩
猟
が
職
業
と
し
て
さ
か
ん
で
あ
っ
た
当
時
が
し
の
ば
れ
る
。

趣
味
娯
楽
と
し
て
は
や
や
趣
を
異
に
し
て
い
る
も
の
に
刀
剣
が
あ
る
。
日
本
古
来
の
刀
剣
が
持
つ
姿
と
格
調
高
い
気
配
に
魅
せ
ら
れ
て

こ
れ
を
手
に
し
た
い
と
い
う
、
い
わ
ば
収
集
の
趣
味
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

全
般
的
に
刀
剣
を
入
手
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
困
難
で
あ
り
、
ま
し
て
、

名
の
あ
る
刀
剣
は
重
要
美
術
品
と
し
て
国
ま
た
は
県
の
指
定
対

象
と
な
り
、

稀
少
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、

刀
剣
は
先
祖
伝
来
の
家
宝
と
し
て
所
持
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

現
在
県
内
に
所
在
す
る
刀
剣
類
は
、
そ
の
価
値
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
お
よ
そ
一
万
八
千
前
後
と
い
わ
れ
て
い
る
。
村
内
で
名
の
あ
る
刀

剣
と
し
て
は
、
斉
藤
開
三
氏
の
著
作
で
あ
る
『
山
梨
の
刀

剣
』
の
中
に
、
「
紀
州
新
刀
」
と
し
て
、
「
一
、
脇
差

銘
紀
伊
国
康
永

一
尺

三
寸
二
分

鳴
沢
村
大
石
義
士
氏
蔵
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

第
三
節

娯
楽
(
芝
居
)

む
か
し
の
農
山
村
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
娯
楽
の
一
つ
は
、

年
に
一
回
め
ぐ
っ
て
く
る
祭
り
で
あ
り
、
そ
の
祭
り
に
際
し
て
行
わ
れ
る

催
し
物
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
祭
り
に
神
楽
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
祭
例
日
か
そ
の
前
後
に
芝
居
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
(
一
九
五
三
)
に
、
本
村
に
お
い
て
も
山
神
社
の
祭
り
に
あ
わ
せ
て
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
「
興
業
願
」

と
「
許
可
証
」
が
あ
る
。



印 御察警
------ -----i

印御察警
....

印御察警

小 渡

林 辺

武 徳

重

optionsPro"744 92 -̶

演
劇
興
業
願

南
都
留
郡
鳴
沢
村
大
字
鳴
沢
第
百
六
十
八
番
戸

興
業
主

渡
辺

徳
義

右
者
本
村
大
田
和
組
山
神
社
例
祭
ヲ
祝
ス
ル
為
左
ノ
俳
優
ヲ
雇
入
レ
来
ル
十
月
四
日
ヨ
リ
晴
天
三
日
間
毎
日
午
后
第
一
時
ヨ
リ
同
第
十
二
時
迄
放
楽

演
劇
興
行
仕
度
尤
御
規
則
之
趣
堅
ク
相
守
リ
以
取
締
之
儀
致
間
敷
候
間
御
許
可
被
成
下
樣
別
紙
御
鑑
札
之
写
相
添
此
段
奉
願
候
也

明
治
廿
八
年
九
月
廿
九
日

右
渡

辺
徳

義
1

保
証
人

小
林

武
重

D

吉
田
警
察
分
署
御
中

添
付
さ
れ
た
鑑
札
の

写
し
の
一
部
を
つ
ぎ
に
示
す
が
、

静
岡
県
か
ら
十
名
の

役
者
た
ち

を
招
い
て

い
る
。

警
第
四
六
号

警
第
廿
九
号

警
第
五
拾
二

号

-
-
;

俳
優

鑑
札

静
岡
県
富
士
郡
富
士
根
村

遊
芸

稼
営

業
遊
芸

稼
但
三

味
線

小
泉
六
十
九
番
地
平
民

静
岡
県
富
士
郡
富
士
根
村
小
泉

静
岡
県
富
士
郡
富
士
根
村
小
泉

芸
名

中
村

玉
吉

七
拾
壱
番
地
平
民

七
十
一
番
地
中

村
玉
吉

一二
女

カ
タ

キ
中
村

玉
吉

天
保
十
年
四
月
生

道
化
手
踊

中
村

玉
吉

十
六
年
七
ヶ
月

明九
治月
廿五
六日

年
静

岡
県
一
御

印
二 明
月 治
六 廿
日 五
年
静
岡
県
一
御
印品

一
明
十
治一
月 廿
廿 三
年二

日
静

岡
県

御
印
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1

吉
収
第
弐
三
八
四
号

こ
れ
に
対
し
て
出
さ
れ
た
許
可
証
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村

こ
の
時
の
興
業
主
渡
辺
徳
義
氏
は
、
区
長
か
宮
世
話
人
の
立
場
に
あ
っ

渡
辺

徳
義

た
人
と
思
わ
れ
、
営
利
営
業
と
い
う
よ
り
も
安
い
料
金
で
村
人
を
楽
し
ま

明
治
廿
八
年
九
月
三
十
日
付
演
劇
興
行
願
ノ
件
許
可
ス

せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
芝
居
興
業
が
毎
年
祭
り
の

明
治
廿
八
年
九
月
三
十
日

た
び
に
行
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
記
録
が
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も

山
梨
県
吉
田
警
察
分
署
回

娯
楽
と
し
て
の
芝
居
が
、
当

時
の
村
人
か
ら
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

岳
麓
地
方
で
は
富
士
吉
田
市
小
明
見
に
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
「
吉
田
歌
舞
伎
」
が
あ
る
が
、

鳴
沢
村
の
人
び
と
も
見
物
に
行
っ
て
い
た

よ
う
で

あ
る
。

渡
辺
喜
八
氏
の
「
日
々
覚
書
」
の
中
に
も
、
「
明
治
十
四
年
五
月
二
日
芝
居
見
に
吉
田
へ

行
く
」
「
九
月
二
十
七
日
前
日
の

跡
祝
(
蚕
祝

い
の
こ
と
)
で
吉
田
座
へ
芝
居
を
見
に
行
く
」
な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

見
て
楽
し
む
芝
居
が
こ
う
じ
る
と
、
中
に
は
自
分
た
ち
で
演
じ
て
人
に
見
せ
て
楽
し
む
と
い
う
形
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

各
地
に
伝
え

ら
れ
る
「
地
芝
居
」
は
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
記
の
興
業
で
招
か
れ
た
役
者
た
ち
に
し
て
も
、
営
業
鑑
札
の
交
付

年
月
日
が
、
い
ず
れ
も
明
治
二
十
五
、
六
年
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
山
神
社
で
演
ず
る
二
年
ぐ
ら
い
前
で
あ
る
。
本
来
の
プ
ロ
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
が
さ
だ
か
で
は
な
い
。

本
村
に
も
芝
居
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
現
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
二
十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
九

月
二
十
五
日
付
で
十
五
人
の
村
人
が
、
南
都
留
郡
長
あ
て
に
俳
優
の
「
営
業
鑑
札
御
下
付
願
」
を
提
出
し
、

同
年
九
月
二
十
六
日
付
で
鑑

札
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
営
業
鑑
札
で
あ
る
か
ら
単
に
芝
居
を
演
じ
て
楽
し
む
娯
楽
の
域
を
出
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ



ら
の
人
た
ち
は
、
三
、
四
日
後
に
全
員
が
廃
業
届
を
出
し
て
い
る
。

地
域
で
の
芝
居
に
つ
い
て
は
、
民
俗
の
章
で
の
考
察
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
娯
楽
が
ら
み
で
若
干
触
れ
る
だ
け
に
と
ど
め
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
芝
居
が
当
時
の
村
人
に
と
っ
て
、
重
要
な
娯
楽
の
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

(笠
井

鎮
雄

)
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